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共 同 研 究 要 旨 

日本の現代都市計画政策の主軸の一つである立地適正化政策（公共交通指向

（TOD）型コンパクトシティ＋ネットワーク政策）の経験をもとに、人工知能

AI モデリングによる公共交通サービス圏への人口・都市機能・サービスの集積

状況、居住者・来街者評価をモニタリングし、公共交通サービスなどの指標か

らコンパクトシティの評価するシステムを開発する。 

TOD 型コンパクトシティの先進事例である富山市、宇都宮市などを現地調査

することで、日本のコンパクトシティ政策についての理解を深めた。 

共 同 研 究 成 果 

共同研究を通じて以下の成果を得ることができた。 

コンパクトシティにおけるリアルタイムの変化を特定するために設計されたウェブ

プラットフォームとモバイルアプリケーションの試作モデルを開発するとともに、人

工知能を活用し、KNIME-ONNX-Python パイプラインと教師あり機械学習モデルを

併用したコンパクトシティの評価プラットフォームを開発した。このモデルは、人工

ニューラルネットワーク（ANN）と生成 AI を利用した 15 次元の特徴抽出手法を採

用し、都市のコンパクトさを評価するものである。 
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